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研究成果の概要（和文）：本研究で作成した発達的修学困難チェックシートなどの簡便なチェックシートを、大学入学
時に用いることが、発達障害傾向を有する学生への支援の糸口になる可能性が示唆された。特に、保護者の回答や相談
希望の有無は、非常に重要であることが分かった。発達的修学困難チェックシートの高得点者では、ストレスを感じや
すく不規則な生活になりやすいものの、発達障害傾向は大学での低単位や退学等の問題に直接的には影響していないこ
とが明らかとなった。また、チェックシートの得点には、発達障害傾向だけでなく不安や自信なさが影響している場合
や、低得点者でも発達障害を有する場合もあり、質問紙だけでは把握できない部分があることが伺えた。

研究成果の概要（英文）：We developed developmental disability check sheet, in order to investigate and 
then support university freshmen. This check sheet can be useful tool for supporting students’ 
adaptation not for diagnosing. The answer or request for consultation in their parents can be very 
important. High score of this check sheet has positive effects on the level of stress and irregular 
lifestyle, but no direct effects on the failure of earning credits or withdraw from university. However 
there was a limit to find all students who have developmental disability, because the scores of this 
check sheet can be also related to the level of anxiety.

研究分野：臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年，日本での若年層（特に 20 代）のメ
ンタルヘルスの悪化は大きな社会問題とな
っている．申請者らは，学生のメンタルヘル
スを改善させる取り組みの一環として，１年
生全員を対象とした前向き調査を用いて，平
成 22 年度より学生のメンタルヘルスの実態
を調査している．その結果，約 2,200名の学
生のうち， 25％もの学生が軽度なうつ状態
であることが疑われた１）． 
また，大学生においては，うつ病などの気
分障害だけでなく，発達障害やその傾向があ
る学生の増加や支援の必要性が指摘されて
きている．発達障害傾向のある学生は，関心
の著しい偏りや対人コミュニケーション特
性から，学業や研究を進めるうえで必要な状
況理解やコミュニケーションに支障を抱え
る場合が多いと言われている．しかしながら，
本人や周囲の人が発達障害であることに気
づかず，その診断を受けないまま，対人関係
や日常生活で支障を生じ，不適応状態になっ
ている者も多く見られる．大学生を含む成人
期の軽度発達障害についての研究や支援は，
国際的にも始まったばかりであり，どのよう
に早期の支援を行っていくかについての十
分な検討がなされているとは言えない． 
代表者らは，大学生における発達障害傾向
を有する学生の早期支援に役立てるため，平
成 24 年度に「発達的修学困難チェックシー
ト」を独自に作成したが２），そのチェックシ
ートは試作段階のものであり，継続的に大規
模な調査を行う中で，より有用なものを開発
していく必要がある． 

 
２．研究の目的 
本研究では，メンタルヘルスの問題と発達
障害傾向との関連について大規模前向き調
査を用いて検証し，簡便なチェックシートの
作成を行うとともに，心身の健康についての
予防教育や早期支援体制の構築を試みるこ
とを目的とした．具体的には，A大学新入生
の全数調査フィールドを用い，標準化された
質問紙法による気分障害の評価と独自に作
成した発達障害傾向のチェックシートとの
関連を，2,000名以上/年の学生を対象に，横
断的・縦断的に調査する．それらから，メン
タルヘルスと発達障害傾向のどちらも評価
できる簡便なチェックシートを作成すると
ともに，そこから得られた知見を教育や早期
支援体制に生かしていくことを目指す． 
「発達的修学困難チェックシート」は，発
達障害傾向を有することによる大学生活で
の困難を簡便に把握する全く新しい試みで
ある．本チェックシートの有効性を大規模調
査で一気に検証・実用化する点が本研究の挑
戦である．また，うつなどの気分障害のみな
らず，健康状態や生活習慣（運動，栄養，睡
眠）との関連も把握することにより，教育や
支援に結びつけることができるのは，本研究
の有効な点であると言える．  

 
３．研究の方法 
 本研究では，フィールドを有する A大学に
て調査を継続し，簡便にメンタルヘルスと発
達障害傾向による修学困難を把握できるチ
ェックシートを作成するとともに，大学新入
生を対象とし，質問紙による発達障害傾向に
よる修学困難とうつ状態の前向き調査を行
った． 
  対象者は，A大学全学部 1年生であり，平
成 25 年度は 2690 名（男性 1928 名，女性 761
名），平成 26 年度は 2688 名（男性 1932 名，
女性 756 名）であった. 
 
４．研究成果 
(１)発達障害傾向を把握する質問紙の作成 
平成 24 年度は，発達障害傾向を有する学生
が大学生活で遭遇する可能性のある学業や
対人関係上の困難について，既存のチェック
リストや臨床経験から，本人が回答する 15
項目と保護者が回答する5項目を合わせた20
項目からなる「発達的修学困難チェックシー
ト Developmental disability check sheet
（Ddcs）」を作成した．本人が回答する 15 項
目を因子分析で解析して，第１因子「友人関
係を築くことの困難」，第２因子「修学上の
不器用さ」，第３因子「過敏・衝動性」 の 3
因子が見出されたが，回答を「はい・いいえ」
の 2件法で問うものであったため，回答の偏
りが非常に大きく，改訂の余地が残るもので
あった１）． 
そこで，平成 25 年度は質問項目を選定し直
し，「発達的修学困難チェックシート 10 項目
版 Developmental disability check sheet 
with 10 question（以下，Ddcs-10 と示す）」
を作成した．因子分析は，すべての質問項目
間の polychoric 相関係数を求め，そのうえ
でこれを距離変数として因子分析（最尤法）
を行い，固有値 1以上の条件で因子を抽出し
たうえで varimax 回転を行った．統計解析ソ
フトは，SAS9.2 を用いた．因子係数の値が
0.5 以上の質問項目から，第１因子「友人関
係を築くことの困難」，第 2 因子「修学上の
不器用さ」とした（表 1）．「急な予定変更な
どがあると，どうしていいか分からなくなっ
てしまう」という項目は，のどちらの因子に
も関係する項目であった． 
 
(２)平成 25 年度，平成 26 年度の実施結果 
①全体の傾向 
Ddcs-10 合計得点の得点分布では，H25 年度
は，すべての項目に「そうではない」と答え
た0点の者が396名で全体の15％近くに上り，
平成 26 年度は，284 名で全体の 10%で前年度
より減った．平均点は少し上がったが，合計
20 点以上の者は全体の 2%弱であるという，
概ね同様の傾向が見られた（尺度全体では 30
点満点）．Ddcs-10 合計得点と２つの因子の得
点，保護者の心配得点の平均点について，性
差による t検定を行った結果，いずれの得点



も男性の方が女性よりも有意に高いという
結果であった．これは，平成 26 年度も同様
であった（表 2-1，表 2-2）． 
 
表1. 発達的修学困難チェックシート10項目
版の因子分析の結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2-1．発達的修学困難チェックシート平
均点および性差の t検定（H25年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2-2．発達的修学困難チェックシート平
均点および性差の t検定（H26年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②他の評定質問紙との相関 
新入生面接に参加した学生のデータを用い，
Ddcs-10 の得点と高機能自閉症を評定する自
閉性スペクトル指数（AQ-J-16 得点３））， 注
意欠陥/多動性障害を評定する尺度として，
平成 25 年度は ADHD-RS-Ⅳ得点４），平成 26 年
度 は ASRS(Adult ADHD Self Report 
Scale;ASRS-v1.1）５)得点との間の相関を検討
するために，Pearson の相関係数を求めた（表
3-1，表 3-2）．その結果，Ddcs-10 の得点と
他の質問紙得点との間に，それぞれ有意な中
程度の正の相関が見られた．このことから，
Ddcs-10 によって発達障害傾向を有する学生
をある程度把握できているものと考えられ
た． 
 
表 3-1．発達的修学困難チェックシートと
A-Q-J16 得点，ADHD-RS-Ⅳ得点との相関（平
成 25 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 3-2．発達的修学困難チェックシートと
A-Q-J16 得点，ASRS 得点との相関（平成 26
年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③面談により評価した発達障害傾向の強さ
と Ddcs-10 の得点，AQ-J-16 得点と ADHD-RS-
Ⅳ得点（平成 26 年度は ASRS）との関連 
新入生面接に参加した学生には半構造化
面接を実施し，発達障害の傾向について印象
評価を行った．発達障害の傾向について，印
象評価の 3群（平成 25 年度は，「発達障害傾
向強い」が 18 名，「発達障害傾向あり」は 40
名，「発達障害傾向なし」は 98 名と判断され
た．平成 26 年度は傾向あり・なしの 2 群）
を独立変数として，Ddcs-10 得点，AQ-J-16
得点，ADHD-RS-Ⅳ得点（平成 26 年度は，ASRS
得点）を従属変数とする一元配置分散分析を
行った．その結果，いずれの得点においても，
発達障害傾向の有無による有意な主効果が
見られた（表 4-1，4-2）．しかし，発達障害
傾向の強さによる違いは見られなかった．発

因子と構成する質問項目 因子係数

因子１　友人関係を築くことの困難

7. 人と会話することが非常に苦手だ。 0.88     

9. 周囲の人から孤立してしまい、友人ができにく
い。

0.87     

8. 人と話す時に何を話していいかわからなくな
り、思考が止まってしまう。

0.84     

10. 場の雰囲気を読んでそれに合わせることができ
ず、周囲から浮いてしまう。

0.72     

6. 急な予定変更などがあると、どうしていいか分
からなくなってしまう。

0.52     

因子2　修学上の不器用さ

1. 教師の指示を聞き逃すことや、メモをしないと
すぐに忘れてしまうことが多い。

0.78     

4. 二つ以上の作業を同時にこなそうとすると、混
乱してしまう。

0.75     

2. 黒板を写しながら、同時に教師の話を聴いて理
解することができない。

0.75     

3. スケジュール管理が苦手で、締め切りを守れな
いことがとても多い。

0.71     

5. 課題(作文やレポート)をするときに、具体的に
やることが指示されていればできるが、自分で
考えなさいと言われると全くできなくなる。

0.60     

6. 急な予定変更などがあると、どうしていいか分
からなくなってしまう。

0.58     

ｔ値

友人関係の困難得点 3.0 (3.0) 3.2 (3.1) 2.6 (2.8) 4.5***

修学上の不器用さ得点 4.6 (3.5) 4.8 (3.6) 4.2 (3.3) 4.1***

Ddcs合計得点 7.0 (5.5) 7.3 (5.6) 6.3 (5.2) 4.7***

保護者の心配得点 0.3 (0.8) 0.4 (0.9) 0.2 (0.6) 4.3***

 *** p<.001

全体 男性 女性

ｔ値

友人関係の困難得点 3.3 (3.1) 3.5 (3.1) 2.6 (2.9) 6.8***

修学上の不器用さ得点 5.1 (3.5) 5.4 (3.6) 4.2 (3.3) 8.4***

Ddcs合計得点 7.7 (5.5) 8.2 (5.5) 6.4 (5.1) 8.3***

保護者の心配得点 0.4 (0.8) 0.4 (0.9) 0.2 (0.6) 7.3***

 *** p<.001

全体 男性 女性

AQ-J-16得点 不注意 多動-衝動性 ADHD合計得点

友人関係の困難得点 0.49 *** 0.43 *** 0.20* 0.38 ***

修学上の不器用さ得
点

0.43 *** 0.61 *** 0.28 ** 0.54 ***

Ddcs-10合計得点 0.50 *** 0.58 ** 0.26 ** 0.52 **

保護者の心配得点 0.20 * 0.26 ** 0.14 0.25**

* p≺.05 ** p≺.01 *** p≺.001

ASRS得点

AQJ-コ
ミュニ
ケーショ
ン

AQJ-想像
AQJ-注意
転換

AQJ-ソー
シャルス
キル

AQJ-16得
点

友人関係の困難
得点 .351*** .486*** .340*** .413*** .525*** .640***

修学上の不器用
さ得点 .451*** .379*** .200* .324*** .250** .433***

Ddcs-10合計得
点 .472*** .508*** .305*** .422*** .451*** .621***

保護者の心配得
点 .211* .167* .086 .213* .209* .238**



達障害傾向が強い群と傾向あり群との間に
は差が見られなかったことは，より詳細な半
構造化面接や質的なやり取りを通してしか
把握できない面があることを示している． 
 
表 4-1．発達障害傾向の印象評価ごとの各
尺度の得点の分散分析結果（平成 25年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 4-2．発達障害傾向の印象評価ごとの各
尺度の得点の t検定結果（平成 26年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④発達障害傾向の有無と質問紙の得点 
平成 25 年度の入学前アンケートでは，発
達障害の既往がある者が 7 名いた．「発達的
修学困難チェックシート 10 項目版」の各得
点について，発達障害の診断の有無でｔ検定
を行ったところ，診断ありの学生の得点は，
診断なしの学生に比べ，いずれも有意に高か
った（表 5-1，5-2）．ただし，詳しい内訳を
見ると，診断ありの学生では，Ddcs-10 合計
得点が 21点や 28点の高得点の者がいる一方
で 1 点や 11 点の者もいた．つまり，この質
問紙では捉えられない発達障害傾向を持つ
学生がいる可能性があり，これは質問紙によ
る調査の限界とも言える．よって，新入生の
呼び出し面接だけでなく，低年次の必須科目
や実技科目における教員と連携したりする
ことが，支援体制を構築していく際には不可
欠であると言えよう． 
 
表 5-1．発達障害の診断の有無による発達的
修学困難チェックシート得点の t 検定結果
（平成 25 年度） 
 
 
 
 
 

表 5-2．発達障害の診断の有無による発達的
修学困難チェックシート得点の t 検定結果
（平成 26 年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤発達障害傾向の印象評価と診断の有無に
関するロジスティック回帰分析の結果 
 平成 26 年度の発達障害傾向の印象評価の
有無と発達障害の診断の有無における差を
検討するために，印象評価において傾向無群
と傾向強い群との間で，高校時代の生活状況
を問う質問紙や発達的修学困難チェックシ
ートの各項目の回答を比較した．χ2 検定に
よる単変量解析で有意差の認められたと要
因についてはオッズ比と 95%信頼区間(CI)を
算出した．その結果，単変量解析で有意とな
った項目は，“大学を卒業できるか不安”  
(OR=1.98，95%CI：1.12 -3.50，p<.05)，“眠
りが浅く夜中によく目が覚める”(OR=4．22，
95%CI：1.35-13.20，p<.05)，“黒板を写しな
がら，同時に教師の話を聴いて理解すること
ができない”(OR=1.91，95%CI：1.13-13．20，
p<.05)，“人と話す時に何を話していいか分
からなくなり，思考が止まってしまう” 
(OR=1.88，95%CI：1.20-2.94，p<.01)，“（保
護者の回答項目）コミュニケーションをとる
ことが苦手なため，大学で孤立しそうであ
る” (OR=4.34，95%CI：2.00-9.42，p<.001)
であった． 
 また，発達障害の診断の有無に関して，同
様の検討を行い，χ2 検定による単変量解析
で有意差の認められたと要因についてはオ
ッズ比と 95%信頼区間(CI)を算出した．その
結果，単変量解析で有意となった項目は，“気
分が落ち込みやる気が起こらない” 
(OR=5.54，95%CI：1.44 -21.22，p<.05)，“学
校でいじめにあったことがある”(OR=6.00，
95%CI：1.19-30.28，p<.05)，“スケジュール
管理が苦手で，締め切りを守れないことがと
ても多い”(OR=1.97，95%CI：1.10-3.88，
p<.05)，“人と話す時に何を話していいか分
からなくなり，思考が止まってしまう” 
(OR=2.45，95%CI：1.23-4.89，p<.01)，“（保
護者の回答項目）子どものころから周りに合
わせて行動することが非常に苦手である” 
(OR=8.03，95%CI：1.34-48.13，p<.05)であ
った． 
 これらの結果から，発達障害傾向を有する
学生や診断を有する学生では，大学を卒業す
ることへの不安があり，やる気や睡眠の困難
も持ちやすいこと，また，保護者の回答も大
事になること，等が明らかとなった．そのた
め，発達障害傾向を有する学生やその保護者
が相談しやすい体制を整えることが重要で

発達障害傾向なし発達障害傾向あり発達障害傾向強い F値
友人関係の困難得点 6.6(3.8) 9.2(3.0) 9.9(2.8) 11.8***
修学上の不器用さ得
点

7.2(4.4) 10.4(3.2) 11.1(3.9) 12.2***

Ddcs-10合計得点 12.7(6.9) 18.1(4.6) 19.2(4.9) 15.3***
保護者の心配得点 1.3(1.6) 2.3(2.1) 2.5(2.0) 7.0**
AQJ-16得点 6.6(2.3) 8.4(2.4) 9.5(2.2) 15.3***
不注意得点 6.1(4.5) 10.1(5.5) 12.6(6.4) 21.4***
多動性-衝動性得点 2.4(3.1) 3.8(3.1) 5.4(5.1) 6.8**
ADHD合計得点 8.4(6.3) 14.8（7.5） 18.0(11.0) 19.9***

** p≺.01 *** p≺.001

友人関係の困難得点 6.4 (3.8) 10.3 (3.4)

修学上の不器用さ得点 7.8 (3.7) 11.9 (3.2)
Ddcs-10合計得点 13.0 (5.9) 20.5 (4.9)

保護者の心配得点 1.0 (1.3) 2.0 (1.6)
ASRS得点 2.4 (1.6) 3.8 (1.3)

コミュニケーション 2.8 (1.4) 3.8 (1.5)

想像 1.6 (1.1) 1.9 (1.1)

注意転換 1.8 (0.9) 2.1 (0.8)

ソーシャルスキル 0.7 (0.8) 1.2 (0.7)
AQJ-16得点 6.8 (2.9) 9.0 (2.6)

なし 強い t値

A
Q
J

5.7***
6.3***
7.1***
3.9***
4.7***
3.7***
1.5
1.7
3.3**
3.9***

友人関係の困難得点 3.3 (3.0) 6.9 (3.7) 3.6 ***

修学上の不器用さ得点 5.1 (3.5) 8.1 (3.1) 2.6 *

Ddcs合計得点 7.7 (5.5) 14.0 (5.7) 3.5 **

保護者の心配得点 0.3 (0.8) 2.8 (1.9) 3.6 **

診断なし 診断有 ｔ値

* p<.05,  ** p<.01, *** p<.001

友人関係の困難得点 3.0 (3.0) 7.9 (4.5)

修学上の不器用さ得点 4.6 (3.5) 10.0 (4.9)

Ddcs合計得点 6.9 (5.6) 16.3 (8.4)

保護者の心配得点 0.3 (0.8) 2.7 (1.8)

* p<.05  *** p<.001

4.4***

3.5*

診断なし 診断有 ｔ値

4.3***

4.1***



あると考えられた． 
 
(3)その後の相談へつながった学生の数 
 平成 25 年度は，新入生面接時に発達障害
傾向があるとの印象評価を行った学生 58 名
のうち，8 名がその後の継続相談につながっ
ていた．なお，1 年次の低単位者として名前
が挙がっていたのは 1名，退学者は 0名であ
った．平成 26 年度は，入学前の定期健康診
断時と従来通りの5月に新入生面接を行った．
その中で発達障害傾向があるとの印象評価
を行った学生 44 名の内，7名がその後の継続
相談につながっていた．また，保護者の相談
希望を問うたところ，22 名の相談希望が寄せ
られ，実際には 4名の来談があった． 
 これらの結果から，大学 1年生を終えた時
点では，発達障害傾向の有無が修学上の問題
に直接的に関与しているとは言えない可能
性が考えられる．専門課程での実験や実技等
が増えてくる 2 年次以降に関しては，今後，
さらなる検討が必要である． 
 
(4)入学 1 ヶ月後の抑うつ状態に影響を与え
る項目について 
 平成 25 年度の新入生については，入学後
約 1ヶ月後に質問紙調査を行い，抑うつ状態
を問うている（The center for epidemiologic 
studies depression scale : CES-D Scale６） 

使用）．そこで抑うつ状態の有無（カットオ
フポイント 16 点）に影響を与える項目を明
らかにするため，高校時代の生活状況を問う
質問紙や発達的修学困難チェックシートの
各項目の回答を比較した．χ2 検定による単
変量解析で有意差の認められたと要因につ
いてはオッズ比と 95%信頼区間(CI)を算出し
た．その結果，単変量解析で有意となった項
目は，“スケジュール管理が苦手で，締め切
りを守れないことがとても多い”  
(OR=1.24，95%CI：1.11 -1.39，p<.001)と，
“友人関係の困難”因子の得点(OR=1．17，
95%CI：1.13-1.21，p<.001)，であった．友
人関係での困難がある学生では，入学後の人
間関係を広げる段階での苦労があり，そのこ
とで気分の落ち込みが強くなる可能性があ
る．また，スケジュール管理が苦手であると
いうことが，新しい大学生活でのやりくりを
難しくするため，疲れや落ち込みを誘発する
可能性があると考えられた．この点について
は，今後，さらなる詳細な検討が必要である． 
 
【総括】 
発達的修学困難チェックシートなど，簡便
なチェックシートを入学時に用いることが，
発達障害傾向を有する学生への支援の糸口
になる可能性が示唆された．チェックシート
の得点に発達障害傾向よりも不安や自信な
さが影響している場合や，低得点者でも発達
障害である場合もあるが，保護者の回答や相
談希望の有無は，非常に重要であることが分
かった．チェックシートでは把握できない点

は残るため，低年次の必須科目や実技科目に
おける教員と連携することなどが，支援体制
を構築していく際には不可欠である． 
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